
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

最
終
日
朝
に
各
会
派
の
代
表

者
が
集
め
ら
れ
、
佐
藤
市
長

か
ら
「
原
油
価
格
や
物
価
高

騰
に
対
し
て
さ
ら
に
広
く
き

め
細
や
か
な
施
策
と
合
わ
せ

て
提
案
す
る
こ
と
で
、
市
民

生
活
や
市
内
企
業
な
ど
へ
の

支
援
に
つ
な
が
る
も
の
に
し

て
い
き
た
い
」
と
急
遽
議
案

を
取
り
下
げ
る
意
向
が
伝
え

ら
れ
た
こ
と
で
、
ド
タ
バ
タ

劇
場
は
終
焉
。
令
和
４
年
第

２
回
定
例
会
の
表
面
上
は
事

な
き
を
得
て
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会

の
や
り
取
り
の
中
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

分
）
に
つ
い
て
当
局
内
で
混

乱
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
か
ら
、
我
々
『
自
民

党・い
さ
ま
』は
ざ
ま
大
志
会
、

座
間
市
公
明
党
と
共
に
定
例

会
閉
会
後
の
６
月
24
日
に
全

世
帯
に
公
平
に
適
し
た
形
で

支
援
が
で
き
る
よ
う
、
市
長

に
水
道
料
金
の
減
免
等
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
致
し
ま

し
た
（
意
見
書
は
左
記
載
）。

　

７
月
６
日
に
は
令
和
４
年

第
１
回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費

２
億
５
，
２
６
１
万
円
余
と

水
道
料
金
の
減
免
を
行
う
た

め
水
道
事
業
会
計
負
担
金
１
億

９
，
４
２
４
万
円
の
補
正
予

算
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
提
案
さ
れ
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

は
、
販
売
冊
数
は
12
万
冊
、

１
冊
３
，
５
０
０
円
で
５
，

０
０
０
円
分
の
商
品
券
（
プ

レ
ミ
ア
ム
率
43
％
）
を
１
世

帯
15
冊
ま
で
購
入
可
と
し
、

紙
の
商
品
券
と
合
わ
せ
て
電

子
ク
ー
ポ
ン
も
導
入
さ
れ
ま

す
（
８
月
販
売
予
定
）。

　

ま
た
、
水
道
料
金
の
減
免

は
、
水
道
使
用
料
を
一
律
で

20
パ
ー
セ
ン
ト
減
免
。
期
間

は
令
和
４
年
10
月
か
ら
令
和

５
年
３
月
検
針
分
ま
で
で
、

市
営
水
道
を
使
用
し
て
い
る

市
民
お
よ
び
事
業
所
な
ど
約

６
３
，
０
０
０
件
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
一
連
の
対
応
に
つ

い
て
は
疑
義
が
生
じ
る
こ
と

は
あ
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
）

の
活
用
に
適
し
た
事
業
に

な
っ
た
と
捉
え
賛
同
い
た
し

ま
し
た
。

■発行者
立野台３-１５-１
座間市議会
自民党・いさま議員団
団長 京免 康彦

自民党・いさまの
広報誌はHPでも
ご覧いただけます
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最
終
日
に
３
億
９
，４
１
１
万
円
の

補
正
予
算
案
提
案
予
定
も
異
例
の
取
り
下
げ

水
道
料
金
の
減
免
を

求
め
る
意
見
書
提
出

臨
時
会
で
商
品
券
＆

  　
　

水
道
料
金
減
免

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会

最
終
日
に
上
程
予
定
で
あ
っ

た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
に
つ
い
て
は
、
説
明
会

資
料
を
見
る
限
り
は
、
目
的

に
つ
い
て
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
売
り
上
げ
が
低
迷
し

て
い
る
中
、
さ
ら
に
、
物
価

高
騰
等
の
影
響
を
受
け
る
市

内
中
小
事
業
者
の
経
営
維
持

及
び
市
民
の
生
活
支
援
を
目

的
に
、
市
内
店
舗
で
利
用
可

能
な
商
品
券
を
発
行
し
、
商

品
券
配
布
対
象
を
市
民
に
限

定
す
る
こ
と
で
市
内
の
消
費

喚
起
と
地
域
経
済
の
循
環
を

促
進
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
予
算

額
は
真
水
規
模
で
３
億
９
，

４
０
０
万
円
余
、
事
業
規
模

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
24
日
か
ら
６
月
22
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
は
、
専
決
処
分
に
つ
い
て
の
議
案
２
件
、
本
年
度
の
一
般

会
計
補
正
予
算
１
件
の
上
程
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
の
、
閉
会
５
日
前
の
議
会
運

営
委
員
会
で
、
急
遽
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
３
億
９
，

４
１
１
万
円
余
の
補
正
予
算
を
上
程
し
た
い
と
行
政
側
か
ら
説
明
。
し
か
し
最
終
日

に
は
取
り
下
げ
る
と
い
っ
た
異
例
の
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。

で
は
総
額
10
億
円
で
あ
り
、

販
売
冊
数
10
万
冊
、
１
冊
７
，

０
０
０
円
で
１
万
円
分
の
商

品
券
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
43
％
）

を
一
世
帯
最
大
10
冊
ま
で
購

入
可
能
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

財
源
は
一
般
財
源
を
充
て

る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
本

年
４
月
に
国
が
確
定
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

(

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

分)

を
見
込
ん
で
い
る
こ
と

は
明
白
で
し
た
。

　

上
記
の
補
正
予
算
案
が
委

員
会
付
託
も
行
わ
れ
ず
、
即

決
議
案
で
出
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
（
詳
細
は
裏
面
に
記

載
）、
我
々
も
慎
重
か
つ
建
設

的
に
審
査
が
で
き
る
よ
う
情

報
を
集
め
、
本
会
議
に
臨
む

一  致  団  結  ！ 　 自  民  党  ・  い  さ  ま  議  員  団

吉田　義人
☎ 258-0965

京免　康彦
☎ 252-0760

荻原　健司
☎ 090-8942-8753

竹田　陽介
☎ 252-2036

髙波　貴志
☎ 090-7213-9299

熊切　和人
☎ 090-3108-8176

内藤　幸男
☎ 216-8083

清水　剛
☎ 090-9837-5486



　令和四年 7月 8日午後 5時 3分、元内閣総理大臣安倍晋三先生が凶弾に倒れ、ご逝去された。心か
らご冥福をお祈り申し上げる。
　民主主義の根幹を成す選挙期間中のテロ行為など言語道断であり、犯人に厳しく抗議するとともに、
公安当局においては徹底的な検証により再発防止に努めて頂きたい。

　さて、令和四年第二回定例会では様々な珍事が起きた。毎度恒例となってしまっている、立憲民主
党の女性議員による本会議における「歌唱」のパフォーマンスには辟易とするが、それよりも驚かさ
れたのは、当局から提出された議案が、上程前となる閉会日直前に突如として取り下げられたのだ。
　さらに理解に苦しむのは、議会に示した内容を超越した記事が地方紙に掲載され、あるタウン紙に
は不可解な記事が掲載されている点である。
　一つには、議案が示された際、当局からは「一般財源」を充当する説明であったものが、市長の会
見を受けて記事にした地方紙には「地方創生臨時交付金」を充当すると明記されている点である。
　また、タウン紙においては「関係者への取材をまとめると」としたうえで、「市長と距離を置く複数
会派の議員を中心に市長の政治手法などに対する不満が噴出」と書かれているが、これまでの同紙記
事から推察すると私ども『自民党・いさま』もその対象となっていると理解できるが、少なくとも私
どもの会派の議員が正式に取材を受けた事実はない。また、「佐藤市長は本会議で否決される可能性が
高いと分析」とあるが、議会出身の首長の判断としてはあり得ないことである。議会は、示された議
案についての議論を行い、最終的に可否についての判断をする場ではないのか。少なくとも私どもは「賛
否ありき」で議会に臨んでいるわけではない。
　会派内では、その議論の場（常任委員会などへの付託）が用意されなかった提出の在り方に対する
意見は出されたが、何より提案予定であった事業では原油・物価高騰の影響を受ける市民生活の支え
として不十分ではないか、という議論がなされた。
　質疑内容は議会側から事前に通告が行われ、それを受けて「反対される可能性」があるという理由で、
内容の是非を議論、判断する本会議上程前に議案を取り下げると言うならば、議会軽視も甚だしいの
ではないか。議員経験のある首長（経験がなくてもだが）の行動として、断じてあるまじき行為であ
り猛省を促す。
　結果として、定例会閉会直後に「ざま大志会」「座間市公明党」の２つの会派と共同で提出した水道
料金の減免などを求めた緊急要望は、その後に開かれた臨時議会で提出、可決され事業執行を待つば
かりであるが、佐藤市政の迷走ぶりに振り回されるのは当局職員や議会だけではなく、一番の被害者
は市民であることを深く理解すべきである。

タイトル

主　　張　

８月２４日㈬　開会・提案説明
　　２５日㈭　総括質疑
８月３１日㈬
９月　１日㈭　一般質問
　　　２日㈮
９月２８日㈬　討論・採決・閉会

各常任委員会の開催日
企画総務：９月　６日㈫ 　９日㈮
民生教育：９月　７日㈬ １２日㈪
都市環境：９月　８日㈭ １３日㈫
予算決算：８月２５日㈭ ９月１６日㈮

令和４年第３回定例会日程表

定例会の内容は
録画中継で確認
できます

⬅ 

＊新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴はなるべく
　お控えください

京免 康彦
１ 立野台コミュニティセンターの
　 維持管理について

竹田 陽介
１ 「座間市ゼロカーボンシティ」
　 について
２ 地域防災計画について

髙波 貴志
１ 水道スマートメーターの導入に
　 ついて
２ 情報公開について

熊切 和人
１ 都市計画道路座間南林間線に
　 ついて
２ 空き家の利活用・対策について

荻原 健司
１ 通学路等における歩行者等の
　 安全対策について
２ コロナ禍における原油価格高騰
　 等による農業など市内産業への
　 影響に対する支援について

内藤 幸男
１ 子ども政策について
２ 新型コロナウイルス感染症に
 　関する施策の検証について

清水 剛
１ ニュースポーツ多目的広場に
　 ついて
２ こころの相談支援センターに
　 ついて
３ 地域活動支援センターについて

★令和４年第２回定例会の一般質問★


